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イカルとシメによるモウソウチク虫えい内の八チ類の採食
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鳥類による虫えい内の昆虫の捕食例としては,ケヤキ灸j席ｏ”Ｓｃ””およびハルニレＵﾙｻzzfs

dbzﾉjﾋﾉiZz"αの葉の表面に形成される虫えい内のアブラムシ類をスズメRzssgγ”0"”ｚ４ｓが採

食していた例（Sunosel980)，クスノキ科の彫海”'”b雌の葉にできた虫えい内の同迩

類昆虫をウロコメキシコインコｊＥうﾉ〃Ｉｚ"”加伽〃姑が採食していた例（Martuscelli

l994)，キク科のＳｂ肋ZZgひα"issj"zαに虫えいをつくるタマパエの１種恥”s”ｓｏﾉ池g加ｉｓ

がセジロコケラＰｂ北ojtたs”6esce'２ｓとアメリカコガラＲzγｚ４ｓａｊ?aiazp"姑に食べられるこ

と（Weis＆Abrahamsonl986）が報告されている．このほか，コナラＱ〃g”z4sse””の

太枝に形成されるナラフトエダコブフシ内のナラフトエダコブタマパチ幼虫が冬期に烏に食

されたり（湯川・桝田1996)，ヨシＥ〃施噌”jEsaz4s”ﾉｆｓに形成される虫えい内のニホンオ

オヨシノメパエＬ伽、”o"”幼虫が鳥に食べられることが知られている(上宮1981，湯

川・桝田1996)．筆者らはイカルＥｂＰﾉｾo”αPg海”α”とシメＣｂｃ“肋mz4S/EsCOCco的mz4s/ES

によるモウソウチクＥﾉＭんs"c伽”6esce"ｓに形成された虫えい内の昆虫の採食と考えられ

る行動を観察したので報告する．

1998年11月下旬，富山県富山市古沢地内のモウソウチク林内でパチパチという音をさせて，

数羽のイカルが枝先で何かを食べているのを発見した．その直下の林床には虫えい（モウソ

ウチクエダフクレフシ）部分で割り折られたモウソウチクの小枝が散乱していた．食べられ

ていないモウソウチクエダフクレフシ内にはモウソウタマコバチＡわん"0ゆ肋z4ｓ戒”αんj上北ｓ

のさなぎもしくは幼虫が入っており（図１)，イカルはこれらを食べていたものと考えられ

た．１２月には１羽のシメが同様にしてモウソウチクエダフクレフシを割って食べているのが

観察された(図２)．この採食行動はその後もしばしば観察され，採食音や新鮮な食痕は1999

年４月まで観察された．

モウソウチクエダフクレフシはモウソウタマコバチによって作られる長さ20～30mm，幅２

～４mmの細長い虫えいで，中には１匹の幼虫がいる．成虫は４～５月に羽化し，新鞘の節間

内部に産卵する．幼虫は９月まで成長し，その後鋪化して越冬する（湯川・桝田1996)．ま

た，この種には３種の寄生蜂，モウソウタマオナガコバチＤ勿加0?９"sαわん"0ゆ〃，モンコガ

ネコバチＨｂ"Qpo秘”0"たzfS，ナガコバチ科の１種Ｅｂゆe"z4ssP.がいることが知られて
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いる（高橋・水田1971)．この３種の寄生蜂もこの虫えい内で越冬するので，イカルやシメ

はこれらの幼虫，さなぎも食べていた可能性がある．

これまでに虫えい内昆虫の採食例の報告がある烏はいずれも硬いものに穴をあけたり，割

ったりする能力がある．キツツキ類は樹･幹に穴をうがち，シジュウカラ類はつついて堅い木

の実を割る．また，ウロコメキシコインコはナッツ類を主食としていて，インコ類は種子を

似１２．モウソウチクエダフクレフシをくわえるシメ．

Fig.２．AHawfinchbitingagallonabranchlｅｔｏｆａＭｏｓｏｂａｍｂｏｏ．
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峡|］・モウソウチクエダフクレフシ（右）と食痕（左上），モウソウタマコバチの姉（左下）．

Fig.１.GallsonbranchletsofMosobamboo(right)，feedingremains(upperleft）ａｎｄｐｕｐａｅｏｆ
ｗａｓｐ(lowerleft)．



1１３

割るのに適した強力なくちばしを備えている（delHoyoetα』1997)．スズメも主として種

子食であり，未熟種子をつぶして食べたりする（中村・中村1995)．同様にイカルやシメも

夏期には鞘迩目，鱗迩目昆虫などの動物質をついばむが，両種とも秋冬には種子や築果など

を主な食物としており（清棲1978,Ｃｒａｍｐｅｊａﾉ.1994)，アトリ科鳥類は硬い種子を食べる

のに適応した厚いくちばし，丈夫な頭骨，発達した顎の筋肉を持っている（中村・中村

1995).今回観察されたモウソウチクエダフクレフシも小鳥が採食のために破壊するにはかな

り硬い（0.5mmの線圧を毎分５mmでかける圧縮試験による破壊強さは3.3±1.2kgf，ｊＶ＝１１）

が，種子食に適応した特徴を持つことが，硬い虫えいに守られて他の昆虫食の鳥類には利用

できない昆虫の捕食を可能にしたものと思われる．

なお，本報の作成にあたり立教大学の上田恵介博士に文献をご教示いただいた．富山県林

業技術センターの藤津泰士氏と柴和宏氏には虫えいの圧縮試験を行っていただいた．また，

CharlesM,Duecy氏に英語を見ていただいた．厚くお礼申し上げる．
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WeobservedsmallflocksofJapaneseGrosbeaksEbPﾙ0"αＰ恥o”α虹andaHawfinch

Cbcco肋”z#s“℃Occo肋ｍｚ４Ｓ鱈foraginginMosobamboo助yﾉﾉbsjtzc伽”6es“〃sforests

fromlateautumnl998toearlyspringl999,atFurusawa,Toyama-shi,centralJapan・

ＴｈｅｙｓｅｅｍｅｄｔｏｆｅｅｄｏｎｔｈｅｌａｒｖａｅａｎｄｐｕｐａｅｏｆｔｈｅｗａｓｐＡわんｍ０ゆ肋妬油”αんj上彪s

whichformsgallsonthebranchletｓｏｆｔｈｅｂａｍｂｏｏ，ｏｒｏｎｏｎｅｏｒｍｏｒｅｏｆｔｈｅｔｈｒｅｅ

ｈｙｍｅｎｏｐｔｅrousspeciesparasitingthiswasp､JapaneseGrosbeakandHawfinchare

morphologicallyandbehaviorallyadaptedforfeedingonhardseeds・Ｗｅｔｈｉｎｋｓｕｃｈ

adaptationsenablethemtofeedoninsectsinhardgalls・

Ｋ２ｙｚ(ﾉ0砥:６α〃600,"gd77zggzzﾉＭ〕”蝿”－，HZz況伽cﾉb,､ﾉﾋゅα"ｇｓｅＧ”s6eaゐ


